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石川地域づくり協会コーディネーター   

（氏名）  埒 正浩          

 

石川地域づくりコーディネーター活動レポート 

１．基本情報 

氏名 埒 正浩 

（顔写真） 

※任意 

所属  ㈱日本海コンサルタント 

連絡先 

電 話  076-243-8281 

メール  m-rachi@nihonkai.co.jp 

その他（ＨＰ等） https://www.nihonkai.co.jp/ 

２．コーディネート可能な分野・コーディネート実績 

＜可能な分野＞ 

・都市計画・地域計画の課題解決やビジョン作成のコーディネート 

・市民主体のまちづくりのアドバイス、コーディネート 

・景観まちづくりのアドバイス、コーディネート 

＜これまでの主な実績＞ 

令和 2年 7月 17

日 

 

 

令和 2年 9月 19

日 

 

 

令和 2 年 11 月

28 日 

 

 

令和 3年 2月 13

日 

日本技術士会北陸

本部年次大会 

 

 

北陸技術士懇談会

令和 2 年度第 1 回

技術研修会 

 

都市環境デザイン

会議北陸ブロック

フォーラム 

 

第 20 回Ｋ.ＣＡＴ

フォーラム 

 

 

日本技術士会北

陸本部 

 

 

北陸技術士懇談

会 

 

 

都市環境デザイ

ン会議北陸ブロ

ック 

 

Ｋ.ＣＡＴ 

前年度、企画運営し、パネルディスカッション

のコーディネーターを担当した講演会「日本海

国土軸 北陸からの発信」について報告した。 

 

事業委員長兼事務局長として、技術研修会の企

画運営を行った。 

 

 

事務局長として、『自然物が創る都市の魅力～北

陸 4 県の魅力の再発見～』をテーマとしたフォ

ーラムを企画運営した。 

 

事務局長として、『With コロナ時代の金沢のまち

づくりを考える』をテーマとしたフォーラムを

企画運営し、Ｋ.ＣＡＴのこれまでのあゆみを講

演した。 

 

＜今年度の実績(※)＞ 

令和 3 年度 4 月

3 日 

 

令和 3年 5月 28

日 

 

北陸技術士懇談会

令和 2 年度第 2 回

技術研修会 

日本技術士会北陸

本部講演会 in石川 

 

北陸技術士懇談

会 

 

日本技術士会北

陸本部 

 

事業委員長兼事務局長として、技術研修会の企

画運営を行った。 

 

『日本海国土軸を活かした地方創生』をテーマ

としたパネルディスカッションのコーディネー

ターと企画運営を行った。 



＜今年度の実績(※)＞ 

令和 3年 6月 12

日 

 

令和 3年 6月 19

日 

 

令和 3年 6月 23

日 

令和 3 年 9 月 4

日 

 

令和 3年 9月 28

日 

令和 3年 11月 6

日 

 

令和 3 年 11 月

20 日 

 

令和 3 年 11 月

22 日 

 

令和 3 年 11 月

26 日 

 

 

令和 3年 12月 4

日 

 

令和 4 年 2 月 5

日 

 

北陸技術士懇談会

令和 3 年度総会特

別講演会 

都市環境デザイン

会議北陸ブロック

フォーラム in福井 

南富山まちづくり

講演会 

赤瓦の里フォーラ

ム 

 

まちづくりオンラ

イン講演会 

北陸技術士懇談会

令和 3 年度第 1 回

技術研修会 

西村幸夫町並み塾

in 金沢 

 

日本技術士会北陸

本部講演会 in福井 

 

建設コンサルタン

ツ協会北陸支部講

演会 

 

都市環境デザイン

会議北陸ブロック

フォーラム in新潟 

第 21 回Ｋ.ＣＡＴ

フォーラム 

 

北陸技術士懇談

会 

 

都市環境デザイ

ン会議北陸ブロ

ック 

南富山まちづく

りを考える会 

赤瓦の里セミナ

ー実行委員会 

 

NPO 法人粋なまち

づくり倶楽部 

北陸技術士懇談

会 

 

西村幸夫町並み

塾実行委員会 

 

日本技術士会北

陸本部 

 

建設コンサルタ

ンツ協会北陸支

部都市計画委員

会 

都市環境デザイ

ン会議北陸ブロ

ック 

Ｋ.ＣＡＴ 

事業委員長兼事務局長として、特別講演会の企

画運営を行った。 

 

事務局長として、『庭園から景観へ』をテーマと

したフォーラムを企画運営した。 

 

『南富山駅前交通の課題とあり方』と題して講

演を行った。 

『歴史都市認定を受けて今後の取り組み』をテ

ーマとしたフォーラムのコーディネーターを務

めた。 

『金沢のまちづくり～シェアサイクルの現場か

ら～』と題して講演を行った。 

事業委員長兼事務局長として、技術研修会の企

画運営を行った。 

 

ゲストに五十嵐敬喜氏（法政大学名誉教授）、ホ

ストに西村幸夫氏（國學院大学教授）を迎え、事

務局長として、町並み塾の企画運営を行った。 

『日本海国土軸を活かした地方創生』をテーマ

としたパネルディスカッションのコーディネー

ターと企画運営を行った。 

『まちなか居住・まちなか再生は進んでいるか

～北陸の各都市の事例に学ぶ～』をテーマとし

たパネルディスカッションのコーディネーター

を務めた。 

事務局長として、『風がつくるまち・都市』をテ

ーマとしたフォーラムの企画運営とパネルディ

スカッションのパネリストを務めた。 

事務局長として、『コロナ禍を経験した今、金沢

への移住・定住を考える』をテーマとしたフォ－

ラムを企画運営した。 

３．石川地域づくりコーディネーターとしての今年度の目標 

＜協会への貢献に関して＞ 

・地域づくり団体等から要請があれば、コーディネーターとしてアドバイス等を行う。 

＜地域づくり活動全般に関して＞ 

・現在、関わっている地域づくり活動（西村幸夫町並み塾：年4回、都市環境デザイン会議北陸ブロッ

クフォーラム：年2回、Ｋ.ＣＡＴフォーラム：年1回、日本技術士会北陸本部講演会：年1回、北陸技

術士懇談会講演会・研修会：年3回など）を今年度も継続して行う。 

・自治体のまちづくりアドバイザーとして、通年に渡り市民主体のまちづくり、市民と行政等との協働

のまちづくりをアドバイス、コーディネートする。地域づくりに参加する人が楽しむこと、活動を通

してお互いが高め合うこと、地域資源を活かし地域の魅力を高めることを目標に今後も活動したい。 

４．今年度の活動報告と自己評価 

＜協会への貢献に関して(※)＞ 

・微力ではあるが、今後も可能な範囲で石川地域づくり協会の活動に参加し、協力していきたい。 

＜地域づくり活動全般に関して(※)＞ 

・県内外において、多様な地域づくり活動に参画した。今後もこれまでの活動を継続するとともに、新

たな活動についてもチャレンジしていきたい。 

  


